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と畜検査において、家畜から動物用医薬品等が検出されることがまれにあります。 

休薬期間を守らず、出荷した家畜に食品衛生法で定められた基準値を超えた医薬品等

が残留すると、廃棄や回収の対象になります！使用している動物用医薬品の記載事項等

について改めて確認し、適切に使用しましょう。 

 

➢「使用禁止期間」と「休薬期間」とは？ 

   どちらも医薬品残留の可能性がある畜産物が食卓へ運ばれることを防ぐために、医薬

品等を出荷前の家畜に投与してはならない期間です。 

➢「２つの期間の違い」は？ 

「使用禁止期間」と「休薬期間」の一番の違いは「使用禁止期間」を守らなかった場合、

そのことだけで罰則が適用されます。「休薬期間」は直ちに罰則が適用されるわけで

はありませんが、食品衛生法違反となった場合、回収等が命じられることになります。 

どちらも、期間が終わるまでは出荷できません。 

➢「使用禁止（休薬）期間の数え方 

例）食用にと殺する前４日間 

 

 

 

 

投薬当日と出荷日は使用禁止期間に含まれません。 

 

神奈川県県央家畜保健衛生所 
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日 月 火 水 木 金 土 
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重要です！薬剤の使用禁止期間と休薬期間 
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